
2、三宅島にあける乱国臆午脅威の慣行放街調査  

担当薦．啓壕海部 高禍芯－（永  項）  

艶堵二郎 循環敏男（三宅命環〕  

喜永陽一 （畜産公）  

協力名 入実務．孝 （三宅支庁産嚢家）  

三塁薯ほぉし＼てば銘知5g年額か＼ら蘭島苛屯現象曹寒も、よび、感賞構造荻   

痘肇欝ほより蕗麿肇】乙よゐ患賭経営勿家書星置ってし＼る。しかし同名生産   

¢乳牛IZついては発育不奄、賛頑健下等ヒかくの′味剰がろり、現状のまよ   

ぐ・ば将来の発展左朗碍しがたいものが、あるので軍馬の酪署の牢で電撃な慣  

置主旨める子年巧竜威夜衝り茶番えI留る乏め環籍魚†Z打ける害域頒布薫∵狩   

と孫盈し、閣牒上の閏題忠臣積出して、冬頃の稽峯凄尽の負熱ヒするため   

或調ノ塾互常温し吃。一 打訂輿蒐は当っくす屠蘇都番凄金で計画しこしトる三宅  

灯産打象ヒした落度経営畜産コンす】レデーレヨン国昭珍斬り子／鶴礪愛と責  

ねるヱヒヒし，三宅支庁夜祭う琴、三盤将領鳳 質実都鳥夜㌫ふよむ）平沼農   

協り歯牙き碍、三宅命づ看みよが書直患と勿碗司頚巻とL 乏。  

1 顛 密 事 法   

密蟄d唱和57年ほ突萄されセ麓萌こ水産鏡野金野事務轟恨／び官長卜後手為ど乙   

よる「乳閏享年育域の慣行孜衛南蛮⊥l乙よる額査読亘一之牽ビ猪ゐヨ9年ノブ   

官IZ祈っか水 雲漱石法は深¢ビガりごある   

／、 素直1坦班  

三宅何食或、   

え 錦沓の対・寮  

予め考抒打よび番屋簸教場ご之飢F二∫ニノ鼠利ノjサ城内のぺ笠′樽見子牛笥夜露現∫  

∂戸左隠度し、そのうち聞き頃り可能ぷ濱家4β戸一之つし、て登城の哲貰  

むよび考成り感得遮¢即さヒリ窮督左するヒヒも】乙し別けし、窮魯後攻礁）  

下紙用各区命ほより、用命盾－∠出家るだ’ナ頭数が」司じ【之ばるようほ乳■千  

をえろびl／♪ノ 頭／三ついてその発音慮ノ雪呈窮香した．しかレ 間色殻り  

で・確かな暦／答の縛られなかつ且Jbの．魔胃弱慈で生年薫鼓1之う扱がいの   

めるもの・寄主於き萄格和乙貰計の符冬ヒなっ花刺客療長 川〔2〕¢  

JJ∵∴二：－‾∴  

∴そのモり魔胃弱沓モは各鴬谷別l乙席数の変質ふ、生する轄象ヒなり初囲  

の－計酪富盛」碍ぼかっ亡きらいがろる。  

（ク〉   



孝J 蘭承り粛奄打率戸敬  

衷ク 魔褒詞風刺轟こ   

∫
 
∠
 
ヱ
 
2
 
2
 
 

√7／〈占クク   

占ク′～∠∫ク  

きヨ′′しメ   

∠メ／′、∠  

∠ア′ヘクご  

β．詔優革頭  

r／〕寄掛の官儲あ、Jひ－＼虜朽乱売象  

訓彼の覇奄帯紙ほより音扱、の形懲、百村、写年の最盛．碕礼法．閏  

革魔与選一 管j堅速．畜舎啓ー乙ついて河僅LJ之〟   

（ズ）季岩胃翳私  

体格．停眉＼飼牒、阿粟．碑巾、腐簡l‾Pの契訝≡および、脛県尺JZよる  

悸垂勿佐郡l左行った．  

Ⅰ 朝食威碍   

布教の逸針ヱあ花って慮、櫓ウな制約がろり．瑠き扉りわよび嗅到可綽   

定ヱヒ左帯一県件としめる得度作為儲守な褒釈をばさね広■1ならぬ宿果ヒぼつ   

たク その々の敦虔な恩一気こ・贈成立ぺ煮レてし＼るとはし＼えなし＼が、出来る循り   

一公正五郎したっも りであ／プ．一顧鯛1頃周ヒして爾奄鰐栗を見るヱとが出現   

ると’禿えられる．  

／・詞ノ色摩摩の旨味の背荒   

‘／」三宅村の凍魯  

r、†）   



豪家より商才ノ∫βK仇の岬言上屠の一つであって．曙園部3釣㈹牒   

層■丁／4ノく勿2の夢士K山花帝上の犬山儀である．平沢の産山け／＃カU   

は彪和タワ卑g月東洛峯村鑑より原発し．粛在原／Zおぃて．もぼム、盤づ   

しい、癒磨免出の弥を呈しこし＼モ，  

乳温ば最も偉い／∴Z≒lモ／〆C前侶、頗む商いg月で・ズJ‥ダムど で・あ   

り．湿哉lまやや簡＜．冬朝で占∫％濱奄ご・g占γ∂となってし⊥之㌧   

年間の密氷層はjヲク頭蚤ご名園璃l之足ても夢弼偶成で・あり，∠打月びウノβ   

用の古風射は最b多く〃クβ衆．をヱえている．  

威ば卑圃を慮じく租慣「こぞ亀く金国ごも帝敬な強風妃威く・あり．ヒ＜   

ほ各部勿∧伸一W 巧季節風JJイ垂めて覆く盈続きし百年咽て・彰／クγkヒ   

なってぃる．年平均噂建ぼ7．アの拍最大風操痛串′．f勿殆IZ壷Lてし＼る一  

三一之馬J乙みけ烏農林7！く産物の腐生産親建国しりのと捗りく・あるが   

終生産額J∂82／プ．千明のうら笥産は‘占．ヲJ〃千田モ餌ズズ％左右めてし＼点。  

’畜産祭のうろ千乳および生首がヨ♂、9／∫千円一乙逢し約59％ノ■し或各唐紫   

の占める割合首僧部門ほ比して高い。  

、 三宅村の濱町 震家紋．恩賞ぺロは黍J〈－3¢）とをりご・千村粁作間   

承・7頚7歓．平河ノ 戸車環境八ロ〃，5八ヒぱっている．   

固／．胆盈75♂年頗三宅焦慮砿水産物魔法農頗  

畜 産 巽  
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豪萄▲家禽の覇廣求諾は者4のとみりく▲乳牛珂聴産衣教ク／ア戸で要   

項牽9ク、占％モ・あリノ戸当園壌頭数／2頑、飼育顔懲平子牛り軌合ビ   

スヲ・ニ％とむってい点。ヱの乳牛か＼ら生産される牛乳屋農∫のよぅに   

消磨壬れてし＼るが・市乳ヒして利珂三れる¢たト杓／ス∠♂“雄ぎで・薗   

驚乳擾勿ズデ∫中一ほあたり夜■りぼ加工河ヒなってし、る。■  

頭J． 雷地膚児  

者ズ．礎常耕地萄層別滞京ア弓訂  

「▼盲】‾】】嘉T「  東‡  【【【＿ 
「一里＿」  

ズ  魚 ∃百オ広脅 

三⊥  音域冒ノ酵  
ニーn－1－－一  

3∠ク／占∂g  スタ9戸  
」  ／／ス占  

／∠∫■ ＋∠β  

衷4  家畜家禽薗萄敬（  タ  三患束H巧／2  

家 亀  相 田 牛  

／クチヤタ／7  

儲〃／）  
竺1竺」ヱ≡竺と一三  

黍∫ 竿艶々製富里鹿．消費傑偲（神童、坪膚濱横網）  

‾軒  乳  バ、夕  

Jl∴  ぎL  帝蛮高  

コ∠∫   

、、ご、  

†、∴、、   

rズヲ97）  

ズノタブ3   

（／．ズ∠イり  

〆7チタβ  

∴．∴∴、ご、  

占∫ぎ♂∫   

（プア∠∠J  
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（く／gぐ〃う‘円）こ（／ズヂ3）  
】 ‾【－1▼Ⅶ【【N ［‾…一▲川】‾‾  

ごさ＼、、ヾ｝J   ∴’∴ヾ   

（／／．ダ47Jrと く′ヱ．9り  
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スこ・り濁音L長刀、ら三宅手車）婚九千一預当の累積貴覧確宅7ると∴草間殉ズヌクク疋矛  

（．町疫乳牛頭数三園年頭獄∠タタズ♂．♂×〃ヲタ7・三／ヂ〃頗二蘇当産．乳普  

、、 ‥  ：－ －・．、 ・、・‥．、一  

程序ヒー考えらメ1る．子牛育成ほぼぺ部外が脛帽乳がイ買われてし＼ゐ乙ヒ   

夏用属すれぼ億乳蜃ぼヱの出荷垣ヒ大貴なく．乗って乎呵阻カばカβ∂  

打♂」叉下ヒ経てよい芝■ろうレ  

次佗これらの乳牛ほメ甘する礪入ノ閣斡慮覆占のようほなっくおり、TD付   

／Kぎ当〃r円ズ7轍で膚入≦れている。覆〃の風教く・・年間の罰軒監隻  

壱占 家奄詞稗粛入顔  

乳  牛  照  叔  嗣  象  鶴  岡   

T【）N  PCP  金額今悶   TP†∨  PCp  愈劇十習   月   B   ′金  頗   

ノ∫ぞヱ及タ   ∠／jの   ‘．クタブ   

愚生席軽するヒTDへ＝栂／ラフZクク〝弓く訝PCP約／2＃♂クク打矛ヒぼり．帝   

人何科で・の充足率T D∧ノ／ク．ヲ％PCP∠／9．2％ヒ推乾される〟  

j叉上が三宅何の祖茫て・あるが、露和ヨぎ耳頗より階層聾昭荻艮卑欝   

（∫刀年計画）あ、よが濱賓廉直茶番琴紫（ぎカ年計画）が二窮鼠と 

喝窺による及常盤営改善の覚衆がとられ、調査時点て、すモにタフ毅のへ工草地が蛾され／部   

族堆がカテわれて〔、た。なおZ九らの車荒の詳細については盾庄臥する。   

（注）老／・～∠みよび■園／は格和ラヴ年啓三宅夷庁省内夜蟄一乙よった。  

／2〕調香県象の雄琴   

イ．ノア当り年増解雇届教．  

平河／声当ヲ，ズ頭亡∴その喝認ば成年（繚乳牛打よひ’■範乳牛）ク、占  

喫．育成牛（冴改葬乞呑む．）ク．占頭ヒなってあ、リ．育成千の占める  

釣合ば♂∂．弼 ヒぼってぃd．又語感午中共珂濱萩原に出レてU）る  

必の虐．2ア∫功 ヒなっていたク  

廣7．帝奄農家の乳牛珂番頭黎  

域、  午■  子年狩衣け  
顔各戸教  

毒鮎鎧  丞  

十                       づ平田  ／∠    ♂．ヨ  ズく∠    袖垣  デ  7    ∠〉．ざ   ／占  額伸ヌ谷  ∠  3    ♂∫   ∃ ′フ  阿首  タ  フ   ／∂   ／イ∠  ∃ 計 】  3タ  ‖  J2  
冶、  封   

、い    、、   －－、  

′♂！、j  ヽ
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∴‡し†‘いユきに耽う冗町境で述べ、た一戸当飼鹿乗数／．2頭．子牛り劉合ノミZ  

ケクにくらヾいでれLカ、日ソ多くなっているが．このこと法網養魚家速足にあたっ  

て、㌣そ■Lリマ竺る乳家互選撰的にえら〈∴だこと．網査て、は東経嵐  

年え音亙牝して現吸ったこ亡ぶよび一味顛何に竿り入替えによリt 鱒軋対象  

牛が澱ヅする嘩顆下あっ たここによろさLのと禿えられる。し⇒、し＼＼  

すれにしてミし琶程主体りり、、養親棟り零細な飼養形矩、であって、地  

理的．社会的鼻骨る＼ら規模遺尿lて塩町タの現象点か、ちろうが、育成、  

哉桁の荻魯ばそり中で叱大空な≠ヒ膏そしのる？Lのといえよう。  

口 碑地・釈祝叱等の面積  

家βのよう／～乎喝一戸当りの倭奮幹飽（徐山林）ばヂ〃皮 とぼつ   

てし、る′ ZればさきJ乙櫛次の項モ・蓮べ、筏、辛噂値琴南頑？グ4 ヒぱ   

ぼ」承し、穴麻療準例な経営村祀の鹿家が法定これてし＼ると考えられる．  

督夜前環礁由子恩よりしぃく、粥底意  

家の紺ノ4シちの∫戸が乙かL象7胃して  

L＼る托1＝㌢なかつ花一 軒育毛の平野  

一戸重りの面膚ぼ／ク占久ヒぼなって  

いうが、解叔地は山元禾の台灸草地さ・軍せが不  

洩てある。現在草地改良率兼てすく批た人工雪弛  

が廷祓主れているが、その草地に歌碑する前額愕  

の予腐顔赦蛇ヒしr、或し、止人工草地の草堂鰻萄のた  

縛珂牽歎取組ヒして、今燦底雪山の鋸膵脛掴錘勒  
あるう。   
飼料接吻の執培lこつし、てはみ回の  
調香で周る暇り頚凝甘才な葱怒ぼ見ら  

れす＼亨例ヒして萄答鰭常は屠れた  

の癌ほ／Lのズ′、3に亡鼠ぎなかっ たp  

老ぎ．年間一戸当面頗  

■ 控  ■   山赤  恕堺陀  一席争祀   
丁平田  h診飴  一Zぞ〟4．  ヱ∫盲4・  ／ク．∫4  

神名   ∫gプ   ／♂ネタ  

屑度伊巻  7／・7   〃よ3  ■ヲ／．ア  

f何首   2d．ヲ   ／．Zク．∂   ヲク．∂   

金肥正  占フ．ク頁   占《／A  ノメ．‘4  ／旬7∠l   

養子 衣紋‡世の所膏妖ば  

霹軒家く％）  積
 
 

一ダ当面  

㌫司【「芸   
㌃
W
 
 

ざぐi7  

離島というj青紫な径皆糸イ牛か＼ら競る   

労働力の右足．土底桑硬写の風土的条件韓からして迦の卑奄放浪仁上り、有終′間   

者の喀摩を図る乙ヒl乙今伝心零点がみ〃＼れるヾさであらう．  

へ 育成りう移奄むよび自前  

寓威の形動ま爾嚢啓家令研が宮家で、育成左行うと回答してし、るび   

攻紀育成ば一例だ■けで、ヱれも番内の特殊ぼらブか、リサであって太点   

の受託ヒし＼う ことぐ浸＝才かったp 一喝ノ直に見られる頂り．契酌受狂の   

事例ば金＜ぷ＜．倍額り希望ヒしてめ意志巻末の肇例ばばかっ）2。  

（／之）   



窺／♂． 魯威の形憩別例叡（り虔鳴）  
蔵書己賛成庄兵画杖牧虜  

を利伺 しているかいなし＼  

かl三つし、て の回答で■㌔〉る  

カく：獄1失してし、るのd3  

∫例中∫例の約／〟％で■  

あって予う若より・♪、なか、  

危。   

竃威の百鶉J乙つし＼てば  

イ奄匪  包  
貸家  

（萩餌）        家    】共同…  王     百度産  御千用人  渡合   

坪釘  （フ   て   ヂ   ∫   〃   （7   

l卿麿   ／   ／   率   〃   ／   ‘フ   

ノ磯村塔  ク   ／   タ   ／   ／   ク   

竜阿品   ‘ク   ／  ∂   Z■、   ご   ∂ 

新 一  ／（見ぎ）  ∫（／〟）  ／7／タ％）  ／ク（スタJ）  タ（ヱ～♂）  ク   

頗后ば顛覆するが7～三笠億までば樗  

ぎLほ候する包めとし＼う旬家侠稲が餌＃  

∂％、求経径モ覿牒・する と〕うのが約  

／7γムで二穐‘りの蘭・ズ9％が南考¢渡  

合型ヒなってし＼花。し♪わゆる免邸用言  

牛が少く、八部命ボーヘス虐＝医左4＼え  

しくから売却Lてしヽる しj穴項鼻腔〕眉  

家頑屑ぼ定郡牛の椅充用モ・あって当然  

悉イ／宵戚の卵マ、判例敬（りぼ％）  

頭重  ヂ   ノ   ナ   ／   忘塾  両 芋′7ご】  顕毘  混合  ．不時  
ス  ＋ 二  ／】  

渾磨  ‘〈        ′  椚脚烙  之  ／  Z  阿右  ／  2  ／  ∂  針  ／畠（ィ¢ア）  ∠r′7／）  ／昭司  ぎ（夕占）  

市乳又店療劉乳敗軍のためl∠搾乳すろので・あるが、一．郡．地政倭＝こ  

lま出席に零する軍側■かが痕象はなめ柁晋Lし花牛写しをそのまま芽千召  

喋拝＝乙′爽レてし、ると之ろもめる．市乳ぢよび乳観冨のミ紀凰顕最速の  
改善ヒイ計行して席料乳の賃出荷凍も磯村する政聾があろラ。  

ニ．乳牛の況遥状混  

昭和ヨ9年最三宅実行琶何棟宏IZよるヒ5g卑属甲り乳牛移出入  

拭蒋貞義ノ2のようIZぱっこし、る．．胃或する子年ぼ宵家産、帝人ボ  

ギ乍づ、っや、それが成年ヒなって〃、ら．屏友良される碑ヒなつくいる，  

ヱれ広さきl乙誇F薮の形語ぢよび昌射で並べ花園塵購求ヒ丘ほい珂一ヒ  

ぱってし、るが、まれらの子牛、成年がど・凡打璃も㌧購入億劫ユ礼くし＼  

寂／ヱ 乳牛の移出入水遮  

子   年－  しβ）  （C）  円  PT  ∂  ∠〉  ノgj．∫クク  J∫診ク  Jメ〃ニククク  J∫クク   
敢、 乳  牛  

（C）  区 符合 炎 ノ＼、                 紘一金（β罠愕≡巽 ∴イ十    u 【  用  円  円   

∂   

（ク   ∠J  ♂／  ノgj．∫クク   

生産   （‘乙）  」イ十      ／∫クク♂  （ごり （ク  しβ）    移ノ＼  ∠  2／ククク♂  3∫クク♪  ／♂デ  ／∠昇∫．ク♂β      移出  ／伊／  ノ7チ／9．ククク  1デブククク  ク            ク  ク  ∠フ  ／ノ占  ′．7〃ク．ククク  ／∫，ククク  ／クくJ  Jメ〃ニククク   
（／ゴ〉   



るかを屠ろと双のと打りで・あるレ  

表／3．最／クの幼年薦入ヌば混合型の台壕害或瞑家／♂戸之持家ヒし色  

39年平の購入4天；免．  

メ、  し  7乏  も  の  衣  

j時人 竿 の 年 々、別 項教  しゎ  環  雷  
月「匂  
か  昭   内  サト   ‾荷 埠  

ズ   ヱ   （フ   ′   田   戸   一頭   頑   頑   喫   

E  ゲ  ．？                      rプラタ3）  クjクク〃〕  （之£／qク）  β古クク∂）  
〔；生ブ（）ぼノ轟当年呵つ面格  

策／子 兎邸午の状淀  

覆   印  し  た  滋  の  売っ  忍卸先  

テ  頑  売 却 牛 の 覆 〉好 到 頭 竜一  

教   教              東経産  ／′垣  スノ蓉   ∂産   印危 しも ぼの カ＼   

野】禽  
驚 急  

内 巨舛  ‾帝 琴  
戸   頑   ∠確  巨 ■∂喝   ク喝   ／執   ∫歎  ア   頑   頭   頭   夙   

／9   2∫  存ク．ク∂色）  （－鍔錘）  （グム．ククり  （ぐク．ククク）  レ2／クガ）  ／占   ス  又3  ヱr  ∂   

的（）ぼ孝呵′頑当僧俗  

購入年は／ク丁只今J久前のものが大帝令モlほとんビdさ、現高商左盈L  

て馬人生れていて．スモールで／ク．クク∂丹前宥上それ吠密の初の広   

／頭／ギククβ円へ子くク∂ク 円の間ヒぱっている。売却年ば康隆産キ  

ュダ航、1経定年7占与ちモあり争くがう盈分唆覇ほ売郡三れてし、る。  

承ノ4の盈次ば売却時の庶路産潔ぐ・あるぶ、．夜可時のせ庄粛左各便箇   

悔．直前．中藤ヒわけて見ると感産ヰ／9頭のラろ、次磨令暖直前  

ほ売却されているもの／J頭（古7グ％），ノ卦1痩督宿に尾部され⊂い  

るもの∫顧（ズ∠、∂％）、ヤ慣で売却されてし＼る也の5頭（／∫、♂％）  

ヒ以っている。売却IJすヾてが家畜同左盈して布のれ、その傭硲打  

煮経度で、∠aククク町 前后初産2産直匂ちので∂ク．ククβ円からタ∠、ククク円  

ヒなっこぉり．中ほぼか＼なり．尊く売却これてし＼るものもあるが＼（  

壌偲■噸格ぼ東経夜∫∂．ククク円財産す∂、ククク円ヱ象牙∠、ククク嘲恵外への簡  
蛮習膚売却府の乳牛の状態野互角慮寸れぼ、年間して冬当な個一絡で・兎  

如ミれてし、免ヒいえる．調査前の予備倒如弓赦や恵もっと姿く売印さ  

れてし＼塾ヒ予感Lていた。乳牛個体の資廣謀宅i之より頂爵痛憤を高  

め色ヒヒもほ，産即席†∠モきるゼーけ蒔く庶引 三れるよう打4大、恕lこ写L  

早老もってこゆく毘邸頒布修得への．温泉官葛の濱詔朝肇刀が必嘆モ・  

あろう。  

（／と〕   



式 育成、ほ苅‾する′今后の秀え奇  

感／∫ 嘗威は符丁る考え方  調査時点J乙打ける  

重傷の項閏ヒして吼  

「琶財虻争危も硬け  

てゆきな高が二 項甥  

刀の周一廉で主星状より  

鬼模を紘大する・乙ヒ  

ばて巨きaし＼。⊥とし＼う  

ことで∴ ヱれが全ノ体  

の ぎク％ 之缶めてしl  

哉／畠．環状1旺希の援由  た．その育成、の成約も前項に  

甜べ、たようほ台尿一味甫存よが  

赦雇塞金が鮒ア√％でl釣るが、  

東壁屑点モ、はそれ一之持する終  

称符な打倒恵教が塞く 解濯  

常IZよる積超イ村な姉婿境木と  

いう屠凝がうかがわればク、つ  

磨からして  什のか匁あ   
現状榎標  し＼で賓妨よ  亡ぼく   

が、よし＼   り増したく  
ない．   僻搾物頑綺  細．乳牛  ヒくに児ぬ      ぼないが憫        妻  臣  

i;- ヱ   
チ   

く7∴／）   

（ア／）   （タフヱ）、、  

た． zのヱヒJ乙つし＼ての．利摂・縛∴経垣間尽帝国痘牒■互 ヱ．の河直の硬  

筒中朽うヱヒぼ佗碗モあるのて、別の柊食IZゆブる乙ヒl乙しをし＼が、  

づ、行われてし＼る常田胃威翠嚢、撃地利碍背嚢推盛上男鹿すヾさ底本  

間な常澄ヒ禿えられき。露渡ほ二打する患家¢膚に乱れてし、るヱの角  

え方が、．筍イ刀かの閏・疎もあろう〆、現ヨガ絶櫓巧恕春覆未ヒなってろ  

らわれ．動ヱその蟹田ヒして「とくほj邑鹿＝まもし＼が何ヒなく」が  

32％佗も聾してし、るものと希えられる．なお窺j慎一抜穴の悪存置示  

をし足許尿ばすべ・て．寮費帝巨利鰐しこ琶乾互巧し、．子牛森羅で僧  

営宣教哲する日1訂を明屠IZ打出し⊂し＼た。  

ヱ．各日令にふ、ける発音調査   

網登時点1こ打けゐ育成年の確首雇夜払 烏合利ほ対韓年をえらぴこ 仲   

南・体壌・解団・鰐潔・照叩・鷹符咋・琶感の7部位打よび席風体蟹巨   

資刺したので・あるが、．各月今別ほ珂一頭教を既定丁るこじがモきす：小   

夜何の必のもあって．覆ら†之代長和毛丈値ヒ磨る ヱヒは綬’験で・あるのでl   

食餌を虚し⊂のノ経常の噴何ヒして見ていただ、きたし、。  

惑／7′、ヌレクf∴よ乙■慣2へ4上之京王′しているよう一乙 合体ヒして発雷   

麿カ、ぢり握れてし、て、とくほテナ胃宣さかいとして．根尾の発雷の傾浄  

（八ナ〉   



蒋／ワ． 判定偲一（り  
‾∵   

月今    イ番 長  憫「固  胴r l標   

∵十∫   7タ．ク   7‘ウ．g   ♂ク3   J巧て   

／，ク   7年フ  ク3．ヨ  ♂ダ、ク   タズ．ヱ   

ン．了－‘  7如  t ア占・9   ♂‘．ク   JJ．∂   

∫ダ．9   

ヱ㌻占  1；・ g占、∂  ／ク7．3  ∫ス∂   ズム  ーJ∴＼＼，  フラノ  ♂マ．ヲ  タフ7      タノ〝  書  
タグ∫   

∫．も   ， ア／こク   

9∠．9  ノ／′7  ＋ ヰ十J   タ．ク  ン♂∠’3  9／．′  ／クエ夕      巨ゝ          ∠、∂  ≠毎  ／ク≡／．b  ′2く′ズ  〟∫．9   

、－－、●、 ●  曙 固  脚 巾  

／／．∂‡ ♂ムク  

′
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（
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／ぞよ9   

／〃9．ク   

／占ク．β－   

／夙王j   

ご∵ユ「ゴ   

／フグ．ダ   

フク♂．∫   

／ク∠，∂  

1
、
▲
1
．
．
1
－
 
 

ケ
 
ふ
仇
，
す
 
 

こ／ブタ．く∠   ．ご㌻．√  
／∫J．♂  

／ヱ∠．2  

／ヱ／♂  

ブ．、ユ■  

／．Z．才．β ヰ1 rて）二  ／／／．r   

‘   

／∂一∫．9   

／ク〃タ  

か、宙七っくい′ゐ。  領奴当増 な／うぴ、／乙イ世の窮境で・行ってし．、ろ乳好子竿の胃  

■妓茶碗め′準者さ、末ルスタイン正解発旨偏左横準発育僧ヒするニヒの邑啓  
ふ・諭せi二占、涙、初廟の正解認許債は標準ヒしてぼいささか高き‡Jと感ぎるヒ   

のけと剰が出七L、ろが   

老／β j町考慮一チ∴（′2）  

孝L認期（う7日令へ斗ケ司令まこ・）左過ぎこり＼ら  

苧尽今  年 卑  ′体 擾   

／ブ  ／ク9．、g  ／Z′9   

／ろ∠  ／／ダ．2■  ／ズ？∫   

／j‾  ／ス／・．ク  ／ヲ～．♂   

ノ畠   ／／∂一占  ∵／Z占．デ   

／7  ／′／．7  ／Z／／   

／♂  ／／、r．′  ／27∫   

／プ  

ぎ2∂  ′ 

ズ′  ／釦昇♂  ／／デク   

ニて  ／2ヱチ  ／Jク．g   

2 5  ／ズ／．♂  ／ラグβ  

閻∴固  閲 二療L  ト廊 巾l聴筒中！笥 野  庵 壇   

／〃虚．∫∴  ∫タ．ヲ  ヱ∫タ フ  
／〟〟．∫  ∫∫：∂  J∠■昌 幸、銅＝   

ノ∫3．♂   占3．牛  ノタ．ヲ  一～∂ク．∫  
／くど占．5  ／∫．“  ヱ∠グ∫  

l 

／ヲウク  ∫∠．ダ ∫フ．＃  ヲ∫∫ 巨J7／畠    ズ2jク    ・ふ十ふ1や   
／〃居ク ／∫ク∂  

∫♂∂ ■∫♂．Z   
／ナタヲ  

∫Z■ヲ【 

／∫β．9   
ヽ い   



凝／9．忙ノレスアイソ正博喫ほイ直一（／）  

胃冬  体 高  佐 藻  閻，困  ／阿 ；果 1押 印  篠牒＝T  囁 団  礎 ‘堅   

♂．∫  ク／プ   クヲ．ヲ  クイズ  3♂・ク  ／フゝ．以  イ∂．ア   ／∂．牛  J－4∠．〃   

ノ．ク  7，キク   77．、∫  茸畠．＃  ∋／・ヲ   ／♂ヂ  ／♂．β   ／ク．チ  ∂∫′∫   

／．∫‾  ク耳よ  ∂／・．彗  9／．2  ニ■阜尋・7 ・ズク・3   ／ヂ．g   ／／．j   フ∠．∫   

ズ．β  タ′∂  ♂∫．プ  91‘．ク  ∫∫′夕   Z／．g   2ノ、3   ／ノ．タ   ♂7占   

ま∂  よ7プ  タグ．Z  ／クク．タ  J乱7  ．～〃．3  ．Zくノノ   ／ズ．、r  ／βタ．7   

〃」β  デj，さ  チa占  ／′一乙g   〃′．占   Z占．7  ヱ占．7  ′β．Z  ／3／．ざ   

よ∂  戸哉／  ／ク〃．∫  ■ンスト久／  〟〃．3 マ♂．ダ    29．／  ／ヲ．g  ／∫‾ユチ   

‖        ∠．ク  ノク ニ乙ぐ  ／ク9．∂  ・＝′Zふ∂  〃ム諸l＋3久9  J／．3  ノ〃．3  ／7∠．β ≦  ク∂  ／ク ムノ  ／／qム  ／3ズ．g  〃9．′   jZ．∫  言古ヱ  ／併合  ／タ∂．／  尻ク  ／ク 貿∫‾  ／／ク．／  ′5∂．〃  J‾′フ   jく′．／■  ∴Jと「／  ／£ヱ  ヱズク．ズ   
9．∂  ／′ろg  ／23ノ  ／∠ノ3．4  ∫ぎ．ク   ∫r．J  主■〆ニ♂   
レク．ク  ／／くヱ  ／之占．ぎ  ／メタ．／  ∫《タ  ／く∫  スタズ．∫，             3∠．タ  ト”・－〟  ／√ラ  ヱ∠〟．∫   
／／．β  ／／ア∫  ／3ク．／  ′∫2．ヲ  ∫占．ダ   ブ♂．／  3デタ  ／占，ズ  ズ♂∠．∫  ／ズ．ク  ／／9．7  ／33∴2  ／ナ占2  ∫ク9   5アズ  タ／ヱ  ノ占∫    ‖ Jクg．7董   
表文クニ 式ノレスアイソ正備菟育億－（2）  

脾  ／占 
ノ占 

／7 

ノ7 
／7 

．Z♂ク  ／2タ．タ  ／〝タ．8  ／7   

2′β  ／3ク．占  ／J′／  ／‘7   

ヱZク  ／3′ヲ  ／∫ズ．ヲ  ／♂   

／タ／ 

嘲 開 礪  牌 申  月尊前巾  囁 圏  佐 里   ／∫ク．∠T Jデ ／  4′∂．／   ≠ク〟  ／∠．ア  j∂♂．β   
占♂．夕  くJ／、／  夕J．占   ／∠．デ  J∫ズ．グ   

／∠ズ．ク            ∫7   ∂／．5‾  〃／．．ヂ・  ・4〟．占   ／7．ク  ∫フ∫．ク   

♂〃  占ヱ・∫  〃ズ．7  4よ占  ／7．2  ヲ97．ノ   

ク・g†∠ヲ・ゲ  〃β．ヲ   

4 占．夕  ／フ．夕  ム／グーZ  5．／  ∠4くg  ケ3．ヲ  〃フ．ヲ  ／7．∫  〃j4．∫   
∫ク  ∠∫ノ  ∴〃くく∫  ▲〃‘■料．ク  ／7．占  〃〃占，ヱ  

クJこβ  夕∂．7  ／77  〃∫ク．〟  

々エく／  タグ．＃   ′7．♂  〃J7．9  

i‘仁∫き u  ∫ク．ク   ／7．ク  タグ7チ   

∫’ ∠7・占i｝∠・2   ∫β．∫  ／プ．9  4タメ．＃   

〔置】／．正常値d平和偲互ヒってある．  

2．体質項び各部偲の敬偲ぼそれぞれの各式によって腰弱   

瞳、飼養管理のせロ何により正輯偲．1乙痙レ礪ろも∫のとされてし、る。育成磯   

瀦の倦宵のみくれ広三l宮村ばかりでなく、昭和ヲ占’年打よび、昭和3ワ年  

（′7）   



囲Z 悠商：釧定値  
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最之／， 瀞1定低の徳富比  

の月号慮で粛多摩静覆の乳牛東壁合ほ出傑とれた官礫牛の肇百三倹訂した  

僻見∈・ゼ／Zナ肖今以南がそれ玖覇の菟宵J乙比ヾ、かなり塔っくし＼る傾  

向が出てし＼る，し頗和ヨ7年県東部穂首膚園／堅）．L・かし三宅打ほぉし＼く  

ぼそれ時点が周5丁打撃 くLかも博満の濱金ばかなり度しく、とくに箔  

召度合を知るもつとも確爽な官弦ヒされて〔、る体重は肯いて隠絞にあら  

ゎれ、極弼はし㌧えぼ’正博肇膏のヲ～′♂ ナ腎ほ椙当了る打「で覚書が止′ま  

■＼   



つくしモ∴さ、の磯‘dク毛ど鉛毒しこし＼肯し、としえる。双ほイ好の喀各部佗と   

見ると．髪‖謹塩で．やlょり正常値よりかなりみくれてみり、 しか事体・高   

杜モ、発ても．音痴碩術の侵し遷しと野應のあろとされてし＼る僻珂．牌深   

間巾が・正常個よりかくく・発育衣魚と裏町け．て」＼る♂ さき功砲争啓の   

嘲をIJ郡疋低は正常玖下であっこも体蔑虻モはほぼ正解王ヱ且し＼萄こ億＿ご、あ   

って、いわゆる．卜摘の牛ヒし、えたが＼三宅何のイ列で、iま小柄で、あっくしか   

も．嘩うかに宵或慄上に舌ける発習停滞が見られるといえようp なお、   

く盈ノ伝・的孝因が蚕く影響するとされてし、るが、預懲の兄突搬ヒくに風面領   

の忍枚【三傑像のある篠布巾が正常値才りかなり山＼基く、争慮の現在方向ヒ   

して局慮予ぺき乙ヒヒ思われ＿る。  

最Zヱ 正常発育僧の礎石比  

体 高   

／∠〉ク∂  

／∂♂．ク  

／β㌧クク  

／クク．ク  

／ク∠ク．♂  

／ク．β．∂   

／クク．ク   

／クグβ  

／クβ、ク   

／占＝ク．ク   

／♂々ク  

ノ嫁 竜  

ヱ∠．7   

二∫．ナ   

♂β．／   

タ／．／   

、丁ご、、丁   

タフ．7  

ざヲ＿   

タ5．グ   

∫ゲ．フ   

、†－ ∠」   

さ・＿J  

／∠）42   

／ク．£7   

／♂ク．2   

／ク♂∂   

／／ク、／  

／／／．β  

／／2．∫   

／／ヱ∠   

／／夕．＃   

／／京王  

／＃／，3   

／7／．9   

フク′／   

二、ご・フニ、   

こ’√一■J   

フ♂占．夏   

∫／∫．Z   

了j♂デ  

♂Jフ．／  

JJ「き   

ヲZ，／   

ヲ3．ぎ   

ヲ〃4∠   

J’丁ユ   

タ∠．2  

／ヱ3．β   

／ヱ占．4   

／2貿占   

／タク．∫   

ノ3－7．Z   

／3ヲ．ア   

／∋∫．ク   

／j∠．Z   

／ラ7Z  

J∫｛   

4∠．g   

＃7．占   

⊥」P一   

く∠ク．ク   

⊥J占   

了∴ご   

、rク．ア   

J‾′二．、  

／〃ニ ク   

ノ∫．グ   

／ヲ．∂   

／ゴ．g   

／5．7   

／3．7  

∫∠．9／ヱ7  

／ゴ．占  ゴア．∫   

j♂．／  
エ三上⊥三竺三豊  

j，享年の簡番頭理  

（／）惑午ヒ分解する肩胡   

孝之ヲ  3∫呵キヨ7■卿が分唆薩偏一野牛  

から解しこし＼る。症1旨7日1各年  

ほつlTてし、るのば締壱こ 両石．  

イ単層にそれぞγし′何でつあっな，  

3／一桝  ／す  之日  3日  4日  ち日  占日  竺」   タ♂．∠うら）  ‡β t  ヒ  ′圃 ㈹  J  （ク  毒β l  議 は鱒  
甘）哺乳＿薪閤みよび固牒  

碕乳酪礪ば魯乳・脱脂乳互給与する茄嘱ヒし且∂ヾ．∠T戸卜しワナ宵   

闇碕乱丁る桝が一番多く、24倒で全体のフ／〟幼．吹が♂ナ胃痛乳  

ヽ，三∴＼   



畏ス＃ 噂軋郎喝  の占・例ノ 7一／？bと二忍つ′  

てし、る。鎚ナ局線乳の  

j碩巨㌣プ例＝壬脱牒‖」左  

壁‘赦する瑠刀カメぼいの  

ご4ケ再 ヒしてわ、リ、  

∫ケ㍉弓嘩、乳の／例Jヨ占  

ク 百今頃より帝、新飼料  

左横頑してし、ブこ．塞っ  

地底 直命  け縛  ∵  3  4〈  5‾  ≠  ク  ∂  すケ悍l 瑛エ’   

神密   

伸邑  】  ∃坪田   ‖  娼 1  ト  ／  】／  ■＃ ム  ∫－ 2  ∫  ト   伸り’谷、 弼苗 ⊇盲十     ヱ ー′   ；－ （ク．9）  ／ ズ ／く∠ （〃の♪ノ  2 え ノノ （ゴノ可  ／ 占 レア／〉  
く註）（）区別合  

て一▼破1司ほは£へ7T   

官哺乳印ろ生電ク～伊γ田谷まで・哺乳してし、るも句ヒ覚られ礼  

吹針哺乳嘩蘇でめゐが3桝を醸し＼て初乳覇り＼らヱl針許乳∈らつキ   

Zの3例も生宿直亀はヨ≒雪席乳モ・あるが瑚乳断言亜ぎれぼ2画商客L   

ヒぱつてし＼るク 哺孝L回教lとつし＼て▲ぎ色々鋭かごあろが．ベガの諺と孝ヒ   

のて象ろと．子牛の雪の有産亘考えて・けくとも庄作ちい㌢乳各促音て・   

はヨ固滞孝Lが茎ましいとし＼える。  

剖全乳・鹿頓智Lのイ乗甫〕大淀みよび、粛乳量  

初乳は食倒充分額与してし＼竃が．初乳剤K庵の金乳・彪喝乳の礫再   

試讃ば葛2∫巧よぅJヱなっこし＼佗。‾斬ろ3す倒ヤ2斗例ば初乳痴モ轡   

わγしぼ、1邑ちlヱ鍵箱乳l三和替え離乳まで乙れ色絡与L、ヂ例ば生名り＼ら   

離乳暗まで金乳を絡与レ．赦りのZ例が食乳■髄脂乳巧鑑合止化より   

痛風が行われてし＼セ○  

覆スタ 全乳・腱魔乳れ硬昭次渡  

区   珪  封風合咲博  ゴヘ4威令  4風牟以上   

坪 宙   ／占一列   一朋i   ー ノ研一   ー／剰  一 府l（   

碑 名   2   

イ宇豆  
イぎナ谷．  
卜＼ 杷令   ／生乳のみ 寺格 昂  釈魔乳勿 み終与  仝乳十凍 l摘乳・  合乳十脱脂乳 

阿電   ：  

勾  
ヂ   

4  朗   之  
二 l   

■  
封 

（∫ア）  
董  

i（ズ√ク）   （∠伊占〕      l    q   
轟：（）ぼ割合  

次ほその場写L壁モ、あるが竜三占JZ見られろよう／乙 ／百／敦賀りの  

魂乳慶は全乳椅軋のめので、iま日参l乙よゐ鈴与琶の剖ユ祓恵露ヒ■行われて  

（z／）   



衷2占．／百／敢当字将繚乱堅  

丁田宮   ．2   さ   〃   

7・√柑   7t∫／呼  7・計K才  アズK矛   

ミク   ♂．β   ♂9   タ．〃   

くク）   く4ズ）  （す、∫）  （〃．7）   

ヱ∫  ノ仝／．9  名人デ  ノ仝／9  47（Z牛）  龍チ〃ぐ娩〕  腱ヂ留（4 
．7）  ．腔押（省の   

区   ／み  ／列 数  

金乳婿乳  

腺脂乳腐乱  

∃
i
【
．
■
■
 

」
 
 

チ
 
4
 
 

ヱ
 
 

金乳十腱脂乳  ヱ
 
 

展中のく〕の数字ば脱脂乳巧命軋携帯蟄  

表27 離乳までlの／項当乎閃一軒乳琶  

√ケ日  ∠う「冒  フナ首  
i   

／現甘呼  ／7♂7kダ  iタグヱヨ呼  ／ぐ∠ク／ぐ伊  

．ぞクア2           ／ア〟占  ．ぞ♂〃β  ヱククム  月∴クj∵き   

（／クゴ占）  （ク7β）  （／∂フズ）  （／フ√3）  ′／♂スア）  

〔遣）暖雁乳のみ紺乳の彰の¢（〕ぼ金丸礫頂瑳  

■・‘脱脂乳ぺク．∫＝推定冬乳琶   

し＼なく・7・ズ～7㌻lく才ヒ以っくし＼る♂ 削旨乳硝嘗Lも、よむ、食乳十脱脂   

乳の虜合ば、符合ほよる噂絵がある程環荷嵐され、訝．βKきん9、射呼～  

／♂．ヲKヂ1こなっくぃる．か∂、る郎Lのう土方での．簡乳きモの令婿・れ管   

玉みると、尼27のと打りで．命乳喀乳て・鮒／．占ク∂曙、晩婚乳構乳で、   

2．”猟官（金乳硬質鮒／βククKぎ）、冬乳十艦騒乳で・金丸53ク㌣才 十雇   

脂乳′・∫クか打牙（合乳塀竿鮒／ノクク打ダ）、とぼってし＼る。ニれは各蕪村   

の環境する 免墾の字句、金乳ブ∂r曙十能指乳ノ／〟タ灯冒、即ろ金乳携   

帯♂ヲ舛甥ほ＜らヾ、ヱれ左上盛ってし、て．かなり穏乳されこいるヱ   

ヒになる。L′ク＼し乙γLぼ偲J三億尊王れる渡覆倒啓．賓額劉ヒの珂堕で1   

夜前壬れるぺ茎で・．噌、乳琶の声少のみぐ、華南之碍える乙ヒばご・きら：い。   

あとく一成ぺるが三宅村句境合婦紬強硬詞科の倦与が極のてlレ＼く、ス卑   

繹が患いたの、初期ば全乳又勘粗相乳のづ給与∈・まあまあ勿弊習癒する   

が．グナ宵ソく碓／ま さ皇ほ墟ヾたように県債命の不定丁、、発布の倍滞が   

あらわれているニヒがわか＼る。  

r4）1網弔の給与  

現住署成甲巧朗贅の給与まごろるが／外国の謂優で・lま適ヒ・几ビの愚  

・ －■「   



義2β 衝朗惑屠飼料の偽与圃場礪粛別例教  

i童  い戸冒 ≡以内   t ヱ…ゴ H   ヰく 靂  ∫  再摘  ∂  ∫  3  蓼 ノ  ／  神童  ／  2  ズ  ∠ク  ∴  ノダ度 伸け谷  ／  ヱ  ／ ／  ／  ∴  弼右  ク  ♂   β  ∂   

声針  ズ  グ ー  フI  ∵   

街1入  圃ズまり  乳庖せ串げ斥   

最 初 の 給 与 法        ／／ ぎ  ゴ   ／     ／  占  lブ  ∠7  

′   ∴   

∴   

3 ／ 
l  ェ）      ／      ／  ♂  ≡ ／    え／  7  さl  ぐ∂∫占）  （フ／ヂ）  （デ〃）  ビタノ）…  

象が日日給与Lてしlる倒希の琶J之悠関J由モあり、紀悔した脅熱が全く   

得られす■．そ必突発巧だ犀が番経で・ろっセ叫膚狩ほよ占領斡番号汲   

乏斬顕るヒヒもI乙、園各席魚IZ汚ける、そ乙の濃密モ珂養Lていろキ   

勿／日必給与飼メ斡の産頚、啓壬き皇ヒリ、それを壌贋Lて．萬l乳新一司   

中勿飼科給与竣のあ、わよその傾粛苫検討すろヱヒヒし乃．  

象2？ 二級河科針給与開偲臆痢戊樫頑利例試．  

よぅ仁し  f受   マフ■■サ   帝率  扉巨咋   
てあ、く   マブ■皇   

∂   タ   ／   2   ／∫   ／   ／ヲ   え   ／   ∠〉   

（ク   ／ナ片田 1武内  l 2．5  す 〃  ・帥喧召 へさ－ら拙句    感巨諷返  ヱ  

賓永かl乙一路与するるの  

節食  

ニフ   ∫  て   
ヲ   ／   子   ∴   

ニ   
2ぎ／  （ク  β  ／   ぎ≡i2／巨 

∫  i3  

〃  ／  ∂  卯   

／／  ′′い    ≡ヲヨ  27  ”     タ 葦 プ！  （ヲ／¢〕   n 厄明i仔√の  離れ彿引   （ク7／）  僻・嶽竺   （′ノ．＃ノ  L竺竺1  三三ヱ」  
書す、蹄冒刀飼料ヒLての邁啓河斜（穀類・稽廟赦配合圃甲軍）♂給  

与頗鰻時節ならか、IZ方法（その痩家の膚行速の間取り）左記ると姦2お  

のとあ、りで、、ニヲ∫欄町中／占例（約＃占％〕が塩梅／丁目目から5丁目  

官の酎乙絶与L憾めている．次がダ丁日日からムナR宮部ち帝乳の府  

割から給与L怨める方法の／ク例（約29％）となっていゐ。なぁ頂  

隊甲ぼ学魔のほり＼帝朗飼布き全く傾．網しなし＼としlうのが5例あった｝  

補助額番左傾何丁る震蓼52朝中／動か配合餌覇、／例か、草根吏、朝  

甘け飼料ヒしている外 ヨク例の八部射まふ寸書互・観相して打り、解  

音速ぼ冴）扶、のきまばらせろやり方が2／て利の餌∂占∂んモ、．ノ β個申オ椚  

（ユせ）   



3／％訊、7Jくぐ・周忍りほしたり．年号Lあるし＼慮脱帽繋＿1ユませて1給与して  

しこ花ク   

療層青司割と呵掃から給与し他のろのが良い小吐 荷乳優等l乙よって  

うが－い、一‾紋にいえなぃが．大方の毅．生まとめると え一、5ミ凰命から  

とされてし＼る，三宅才丁ら痘金婚胤墾カ、ら角度して中はり乙のj衷より紺  

地甘るのが琵uヒ′考えられ、覆オズモ・ば掛や遅いきらいがある。このよ  

うに磯行ヒして好餌せ畠β守瀦は疎くて匂．ある穫摩の頼朝何軒がイ乗用三  

れている乙ヒ化なっているが：王きl乙鑓’ヾ丘よぅな方法で・．盲珂優月号貞  

ほその療凍ひう珂われている午の／日当りの給昂能壬粛奄L起債櫻こlぼ  

′∠ナ鍔吠前の子年／2御中腐潮解斡が給与之れてし、るのぼ5例で・．平  

均ノ田7スマクータブ呼でしかもそのうち2倒ば．噸、乳する乳が切れて  

いるため松草し吃のごろって超ど金側が碕勧珂劉は傾網してし、なかっ  

たβ 同席 

挽き／占倒か－すでJZ離乳されているのほ 濃層詞呵が絵与されてぃる  

のぽ？何で、、それもフスマか／臼久わ灯才モーあっく．マグす、レイノ木  

tz入部介の煤塵磨きたよっていた。そか給与墾」士宰相一日号クケ河～  

／2ナ再の匂のロ、5ク、∂隼 ノヲナ日へ／gケ胃のものヲタ・∫k争／テナ  

仔～ヱjT月のもの∫玖ク付矛．ヒ匂ってし、史∂ マフいす シイ／茶が伺覇  

l乙打ける魯専懲罰弔賓東であるヒl言いえ．その鷹命令置から穿て．宵  

政、中の賢慮ネばかなり不定してあ、り．倦笥停滞の帝国ヒなってuるヱ  

ビが明らかである～、釈′Z凰珂藤森与何磯原期ち、よが■カ汲ご・あるが一 こ  

れぼ覇葛ヱヴのヒム－リ可あつこ、カ＼なり早くから鈴与し〔ししるょう／之  

凰顔けづれ去瓜、、そのオ撃超ヒ墳J∠つ｝て．一夜の／考慮がはらわれてし  

かるヾきく・あ■らう。  

・丁・ ・：：ざ．  （タ）7Kの給与  

礪胤ヰの治水瑚d   

3∫研I中／ク例のズ   

g∠％くlあるか＼ヱ   

れはすヾて困乳前／   

ケ計漉から額与丁ろ   

℃ので、離乳毒の給   

つKl之馴らせる乃めの  

必のでク）つ々。＝裾っ   

く哺乳平底ヒくに絡  

1－＼－ヽ   



フ賀してし＼憩し、ものと薫えられる。簡掌L厄ばヲ∫例ヰ5／瀬lが瑚偶絵7K   

で■あってその回：歓ば2威が5ノ例月ア2ダ例＝一gβ．∠うるとなっ てし＼る。  

給水ほぼ食倒が■塔盈レ（、ケツズJ寸水橋）を壊射し、フrく感5∫執、辛5   

f釦が7k遭7k、き傍喝しているほか卑7K左横牒してし、る。又亀7Kl之県Lて．   

漉す偲星人止る例が／／例あり． ヱれは下荊の予防の色めと以ってし、   

る。官許欽7kの4儲†中2例J計墜勧燭て・水滴IZよ：り誓ぃ由hZのま1±て∴人毛   

が、イ芭の2ノ剰ぼ午虜何の水屑ほ常時7Kをたくわえて拓き旬宙（乙のき吐   

る方凄をとっこし＼檀。ウオーク・－ノブ㌧7。等の使軋例成一勿lも甘かった．  

（∠〕厘．勧  

塵勧ヒ子年の窺嘗ヒば即照が溌いといれれてし、るのく、、ヒ●■のように  

嗟．劾が行われてし＼るか星見ろと老5／．ブスのヒム、りである．一  

宿ヲ／．盈勧の萄礁も、よひ牒備網細別例数  

運 如 研 一賂 の 照 射  
ご止る  
♂ニ相  ／  二Z  5ト1∫トパフ  ヾ  ヂ  

坪田  ／占   2  ／（∠   ／  

倒凛  ク  ／  ノ  ＃  
‖ ‖ l  

イ平家  
イ乎r谷・  占  ク   占  ／  

】  
／ 

西「邑   
j′ 

l／   
舌十   （／∂ク）  3 （♂．占J   u  

覆う2．直動汲ヒ軋鳴帝節ヒの願博  

しz∫）   



正しい確約方式l乙ついてぼし、ろいろし＼r〉rL⊂し、るか＼大ノ殊ノ アf司∃≡く  

「針金何運動．それ川上ばg光泳程歳の謹豹、ZT何からぼ墜勧礪ほ出   

すカしひき還動占γ可Jk上ばけし＼秩好、／年叛上ば本ノ静約款奴葡痍ヒし、   

う盈則8、ら見るとかなり間膚がある．即ろ塵取珂㊨曙鯛につし、⊂．原   

動毛壬せるヲZ例中／り例（縛∫ヲ％）の彰のば生侮占丁胃目まで首   

食く番外I乙出これす巾金将歴動巧みとなってし、る。又間鴨時の哩勧方法   

鼠 色チトけし＼宵が／針耐で約∫∂％ごあるが．ニのうち局今が堅む－乙   

し危がって．百町軽動あるし＼ぼ萩牧l乙うつすのぼス例のみであっく   

半夜幼が嘩新法ヒして里謡各年けい常のみi乙よってし＼ると云える。打   

お産端ぼ例であるが表ヨZの粛啓の2倒は放牧病まご合く合9＝乙出さ   

ず、ス魯外けい皆の／例ば雀ノ吋が解る ノ㌘r再令ま竃金く魯升l乙出さ   

ばいじいラ込のもあった．狩れ 贈形、年令■構塩構造屠額の礪聴むあ   

って合舛厘勧を巧いが良し、鳳オズ】Zあると思われるが．尭す早く魯朴1こ   

出すようにレ．庶政息発育左する中劇積痢ほ元命痘勧さ止るよう配慮   

されるヾきごあらう。  

（7）荻現JZ対する考え方（共珂狭税額利繹＝乙対する考え方）  

最 ヲ夕 飯手てしgい理由  雇ヨ3 ノ町域ほj寸する希え方  

を   ′計   永乾し   友更牧す   l司首な  
左Jし＼．   る   レ   

J「   ／   

鱒二 ■田  l／∂      神 看  ∂   

／   ∂   

ケア豆  
イ軍ケ塩  ゲ  士  ∂  

何首  ／  ヱ  ／   

書十   乏5   ／（ク   て  

萩改しむし、渡田  

⑦魚肥をとるなめ  

（垂竿がわるくなる9  

（発責．・庶慮がよくを   

し＼〃 珂、甥がある－ 摩が   

磨い。J恰耽た、■，  

③労力衡1乙よゆうがあり  家で・扇鴎■する方が、窄／ビ   
仔■か＼ち。（含有′かてり文け   

い≦町する∂＼ら）  

毎）屈各店し  

冤′圧葬地環罠幸鴬モぺエ琶地  

が作られ一帯剥珂三れ囁りてい  

るが、参考まごl之萩筑ほ対する  

フ考え方■互飼養したと乙ろ表 ヲヲ、  

急ぎ4のよう打結果を碍を。乙れぼ新しし＼人工葦北への誌≡数、£、よ1r  

粛聴の伺上で亭令Jエ考ぇ方が黍りつつある必のと脛刺される〃（額沓  

碑点でば層極脅釘1Z荻硬之プ行うと裔患者表したものぼjJ柳平／∂例の  

約言ク％∈・ろり．2∫例の留守占∫7％が永攻ぼやらないと、国名して  

いるク 試秩し巳い理卸ヒしこぼ、毯去の経験から年の罵ろが若し＼とし、  

ぐヱd）   



う巧が一層・多 く、吹が労刀1将に命蕃があり匂舟の設巧そぼで年とかっ   

てし＼る方がj星心だ虻、ろ、というものであった。ぱみ4例てlばあるが雇   

肥と得るためほ杖収lま⊂1㌢ぱし入ヒ し＼うのがあり．三宅く町《Zぉける乳   

牛・何鹿田餌の→痛がうかがえるような気がLた。根上は、壬生ほ蓮べ   

たようほ弼璽病魚ほぉ叶るヨ5例の回答でろり．之の報告書碍域の蹄   

t■Zばかなりの頭教が新■しい替喝ほ萩吹去れこし＼るとの乙ヒて・あり、X   

訝ヲ午∂訂嫁しなし、理財中㊤⑦ば消僅仰訂理由ぞ・あるので・軍弱が薗   

正は堆挿され 既視育成年の水魔が茶番されれば－．阜后炭蚊琶或ば曙   

大してゆくものと思われる。  

〈β） ぞの他の管度吠泥   

土 寺入別府  

亨入ぼ一役l乙余り行われてみら寸こ ∫ざ間中27例7アズ％が巽  

癒してぃ甘レ、。しカ、レ手ノ＼左しこし＼るぎ倒ばばと∧ビ■葛日宥∪、け  

し＼藤平打優めて反骨打水賂で管廻されてし、た〃 削蹄ぼ魯倒が努鼓し  

てし、なか、った。その馴ほ蹄ののびが見られす”、生渡患毎の乳牛で・辺  

帝の型ば比密約壊帝でろっ乃㌧   

ロ．喪  轟  

調奄町費竿中l三両年ばなかっ花。又唾象の扇城で礪かほ猟官に琶  

磐と与えたと思われる消化笹原奮の発生例lゴ董ヨ∫のとみりで・あり．  

ヲ∫御中／5例約ダゴγZ，が経験レていた．モのうら下前壷の大部命  

は内地』、らの各人当初の必のでゼった。  

茂3√ 消化慮！整髪旦  尤zさない  下 粛  1較礪産  ズクノ糾  ／ズ例   ′傍り l   

′＼．畜  舎  

育成肩の年彦を   

鬼謀してろる疫家   

は3∫偏lチタ何tで  

食 滞  食草・い乳  

あっ疋が：／例と瞼きその年房ぼほ∧の間仕切り覆摩のむのモろり．  

大部命が成年ほ甥用するヰ房に収容していた。ぞ．5刺左徐き、曙光．  

利用くは牒＝寅て、．杷ずしぢ侵奪尉嘗金ヒばいえぼかった。飼漆形亀ぼ  

八部外が一頭飼いとなっ⊂いるp 罰金卑例年頗め夕くとられている  

千金の硬式l富国∫のようであゐ。   
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む す び、  

／育成の青雲   

飼思慮傾が小さく、終感化対すか蔭酒場瓜田間置敢が癒しト．琶成上れる   

乳牛の天野丸ぼ紹産キモ赦免エれ 喜成の日間も．穀売キ禰、紀何の富家礫   

痢が釣竿教で・、斉宛精確のネ軽蔑ヰぐ・の蹄菟イま比較弥い也し、。ス、粗理解飛   

掛町ら、キ軋乳襲名の乱痘は・農村外の健滞華僑IZ魔＜彩囁きれ、詞蜃   

綺点で、首．冬傭の本学定と．比或爾旬列な上水苛壌への酎ガ刀りヰヲ勤ヒか   

ら、育成、I乙対する賭釆の増え育め．威次位符が紺『ク％で一 虜萄閲ぼ痕頓   

皐不へ？好愚息東庄サ筍の暗層モあっ私・■格和ヲ 

ぐも廃漫慮直のためほl才、乳牛朗売（乙ム、ける生産者巧経済意教の高礪ヒ．   

蔽希帝石L せ畳字乳匂承絡閻掘ヒいう．マーケ、ソテ1ナデリサーチが亀尊ぼ   

襟匿で，ある」としてし、る水愚計碑堕双頭背嚢、帝黄塵米亨嚢の額軋兼を   

者票ヒして．墾置哀感の塔良書留り、洗濱澱宿の訂蓉と将まって．．官立肘   

経営への健康左前符Lたし＼。  

Z．烏城午の発育  

9丁目以偏¢発扇が篠めて・ガリ．9・へ／βT目早蒐首4√停滞Lてし＼るとし＼   

える。岡村の酪痩の正米は古く、直去ほぼ寛年の侠路地簡ヒレて、大きぼ   

4受軌を占れ ■象敢値故闘尽蔵細水準lま．必ずtしも増し、とぼ秀えられなし、が、   

微温酪港北帝の頼プ狩の進取 もしよび、轟何寄層（乙よ昂圃膣ほ好丁る隠心の低   

下から．社各席勢の茶化lて対応し足軽痘葡患横衝の蓮歩が象られす、：ヱれ   

が冬日β灸膏の寛吠乞賂哀し花ものといえよう仁者黙■嘩貫濠にタ＜左傾落   

しなけれまいはらはし＼飼魯形魔ご朽りなが「ら、草地の鰐登、1確盾IZ好する奄   

ばが、ら勿各局は秀■え雰が、綾輌l乙購入額猟墓苑ビ現職し碑ぼ＜なった今   

日．給与栄藤命の絶対亀の表象を承乏し、宙成年ごば倦首の停滞、搾乳牛   

でlぱ産軋壁の唾下立果たレた必のと思われる。親任観象草隠番こ改号壌Iヱよ   

り、極¢こ密猟以＜工琶地が隆適されているか、、命梅島ヱの直威哲也の利   

府汝、維希層産衣J乙痘凌，召囁壊し＼鴎J出色もろ、尊1払と儀盤と」7乏宵東棟衝   

の修得l乙つとめるとともに、持直体制の線化をl留るヾ皇であゐ．  

3．ノ飼思管理   

金囁、乳毯でぼ大、僅像準ほ諾い琶が隠乱されているが．その方汲庄直線倒   

でしあっく 宵冬ほ応じ花痛苦Lむヾ、行われるべきで祈るぜ 紺朗濁度飼弼ぼ今慮  

鹿ク別封Lにくくぼると思われるのく、、これからの肩肉、虐哲也の衣魚モ壌．   

胡1丁ヒしく、で、生る彪■け牢く嘩閥lヱあーろすオブ象カゼ角えられる。ただ＼虜社卑  

しこゾ、   



瀦佐嘩肩嘩の夜ち貯搭乗ばわが国でd未監或であるとし＼わざ■るを■積なし＼が、  

宏踵腐モ・ぼすモ・1Z定＿名」反攻術ヒして一乗覇生れて方り、わが周モ・も試喫嘆  

声哲∈、ば」きlま、甥覇王れ．ての曹艮も正い凋一乗ヒ希えられる．ー夏山の閻魔剰珂  

を広かり、現在のク・－♂ケ胃冬までしの金額ヒし、う南武温ば耳毒すみ他雪が  

あカうβ   

僻琶竿ほ対する晩項ud、家茨何軒Z考え達意深く行われくし＼るが．一  

昭智督宏1Zついてぼ．ノ珂思桓哩産が左し＼ニともあって．環状安東ほつ吋する  

屑嗅考¢印書主項げ入れぼいヱヒがタし、ように異字けられる。これはあえ  

て同村のみでぼ訂し＼餌 急撞な社，会席努の教化、みよび■瞑街巧j畳替かヾ懸っ  

ている今日でぼ、肩車名艮び、業界色舞ともども液相の修司啓、膚脅の密化ほ  

対ふすゐ竃濱か、蛋まれる。  

∴こ∴ヽ   




